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⽇本経済新聞に、なぜ今「光合成計測システム」が重要との記事が掲載されるのか 
 
温室においては、その内部は閉鎖空間であるために、植物により⼆酸化炭素吸収が進むと⾃
ずとその濃度は低下していくことになる。植物のしかるべき成⻑を期待するのであれば、温
室内に意識的に⼆酸化炭素を供給し、その濃度をコントロールしていく必要がある。また、
⼆酸化炭素供給にはその経済性も考慮することも必要である。 
 
https://www.zennoh.or.jp/eigi/research/pdf/gr568.pdf 

 
⽇本経済新聞の記事はそれらの事情をすべて含
んだものである思うのだが、すでに温室には実
際に⼆酸化炭素が供給され、植物の成⻑を⾒な
がらその供給量もコントロールされている（上
の Web）。勿論、温室内の⼆酸化炭素濃度も測定
され、⼆酸化炭素供給系にその値はフィードバ
ックされている。 
 
この Web からの関連情報として、 
https://www.nepon.co.jp/nk/cgc600.html 
CGC-600 型シリーズ 
ハウスでの CO2 施⽤を第⼀に考えた、使いやす
いコントローラーです。（CO2 センサー別売） 



多段濃度設定 
1 ⽇を最⼤ 8 つの時間帯に分けて CO2 の濃度制御が可能です。CO2 濃度は、200〜2500ppm
の範囲で設定できます。 
循環扇制御 
CO2 施⽤による連動や、時間帯による運転が 2 系統可能です。 
積算⽇射量による加減 
5 分ごとの積算⽇射量による晴れ上乗せ・曇り引き下げ濃度設定が可能です。 
 
これなどは、⽇本経済新聞の記事の内容よりも、はるかに実践的な内容となっています。 
また、次ページに⽰す⾷品産業技術総合研究機構からの出願はすでに特許となり、新聞記事
よりもはるかに複雑な内容を含んでいます。 
 
⼤学は、機器売りをするよりも、栽培ノウハウを売るというのが筋ではないでしょうか？ 
 
特許 6506444 となっている 
 
【特許請求の範囲】 
【請求項１】 
 開閉する窓を有する温室において当
該窓よりも栽培される植物の近くに設
置される⼆酸 
化炭素濃度センサーと、 
 前記温室内に供給する⼆酸化炭素を
発⽣させる⼆酸化炭素発⽣装置と、 
 前記⼆酸化炭素濃度センサーにより
測定される⼆酸化炭素濃度に基づいて
前記⼆酸化炭 
素発⽣装置を制御する⼆酸化炭素制御
装置と 
 を有し、 
 前記⼆酸化炭素制御装置は、 
  ⼆酸化炭素濃度の第１設定値を記
憶する第１記憶⼿段と、 
  前記第１設定値より低濃度であ
り、かつ４００ｐｐｍ以上である第２
設定値を記憶す 
る第２記憶⼿段と、 
  前記温室において前記該窓が閉じ
ている場合には前記第１設定値を濃度
設定値とし、 
前記窓が開いている場合には前記第２
設定値を濃度設定値として、前記⼆酸
化炭素発⽣装 
置を制御する制御⼿段と 
 を有する⼆酸化炭素施⽤システム。  
を実⾏させるためのプログラム。 


